
羽生市立村君小学校教育目標 ○知・徳・体の調和のとれた人間性豊かな子どもの育成 進んで学ぶ子 心豊かな子 明るくたくましい子

≪村君小学校の出来事≫≪村君小学校の出来事≫
この度の人事異動により、以下の職員の異動がありまし

たのでお知らせいたします。本校に着任しました教職員は、
令 和 ２ 年 ４ 月 転出した職員同様に子どもたちの教育のため、精一杯の努
羽 生 市 立 村 君 小 学 校 力を惜しまない覚悟でございます。保護者・地域の皆様に

第 １ 号 は、なお一層の御鞭撻と御協力をお願い申し上げます。

羽 生 市 堤 １ ０ ７ 番 地 ℡ ０ ４ ８ － ５ ６ ５ － ０ ２ ２ ３
【転退職職員】
教 頭 芙蓉 範子（羽生市立新郷第一小学校へ）
教 諭 小倉 克己（羽生市立羽生南小学校へ）
助 教 諭 荒井 悠介（羽生市立岩瀬小学校へ）
事 務 主 事 廣瀬 由佳（加須市立大越小学校ヘ）
講 師 志賀 静夫（退職）

【新年度 職員紹介】
校 長 鳥海 一寿
教 頭 原口 将信（行田市立西小学校より）
教 務 主 任 蛭川 千秋
第1学年1組担任 川島 花奈
第2学年1組担任 長谷川有希（新採用）
第3学年1組担任 平井 由美子
第4学年、第5学 金子 直美
年担任（複式）
第6年1組担任 稲橋 玄太
たんぽぽ学級担任 北山 望（羽生市立手子林小学校より）
担 任 外 廣瀬 均（羽生市立須影小学校より）
担 任 外 根岸 和義（羽生市立川俣小学校より）
養 護 教 諭 星 香菜子
事 務 主 事 星野 和也（加須立大越小学校より）
学 習 支 援 員 増田 純子
学 校 司 書 吉田伊都子
給 食 補 助 員 柿沼 礼子
A L T ﾌｫﾚｽﾄ ｱﾝﾄﾞﾘｭｰ ﾐﾗｰ

御家庭でもこれまで以上に感染症対策をお願いします。
★３つの条件（密閉・密集・密接）が同時に重なること

を避ける。。

★手洗い、うがい、消毒を徹底する。

★十分な睡眠、適度な運動、バランスのよい食事を心が

ける。

令和２年４月１日現在の児童数・地区別児童数・地区別担当者

学 年 たんぽぽ １年生 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生 ６年生 合計
男 １ ３ ８ ４ ２ ４ ６ ２８
女 ０ ２ １０ ６ ５ １ ６ ３０
合計 １ ５ １８ １０ ７ ５ １２ ５８
家 庭 １ ２ １０ ６ ７ ５ １２ ４３

地 区 名 上村君 下村君 堤 名 常木 合計
児 童 １２ １８ １２ ４ １１ ５７
家 庭 １０ １３ ７ ４ ８ ４２
地区担当 川島花奈 蛭川千秋 平井由美子 金子直美 北山 望

稲橋玄太 長谷川有希 根岸和義 星香菜子
廣瀬 均

４月行事予定
８ 水 短学活/始業式･入学

式/登校指導/一斉下

校11:30

９ 木 臨時休業日

１０ 金 臨時登校日
下校11：00

１１ 土 １２ 日

１３ 月 臨時休業日

１４ 火

１５ 水

１６ 木

１７ 金 臨時登校日
下校11：00

１８ 土 １９ 日

２０ 月 臨時休業日

２１ 火

２２ 水

２３ 木

２４ 金 臨時登校日
下校11：00

２５ 土
２６ 日
２７ 月 臨時休業日

２８ 火

２９ 水 昭和の日
３０ 木

新学習指導要領による教育活動のスタート 校長 鳥海 一寿

輝く春の陽射しを受けて校庭の花が彩りを飾る中、新年度が
始まりました。保護者の皆様、お子様の御入学、御進級おめで
とうございます。

現在、新型コロナウイルス感染症の拡大が深刻化しており、
緊急事態宣言が出され、羽生市の小・中学校は４月９日から５
月６日まで臨時休業にすることになりました。学校再開に向け
ては、国・県・市の方針に基づいて準備を進めて、本日、感染
症拡大の防止の対策をして始業式と入学式を実施しました。

３月に引き続き、臨時休業となり残念ですが、各家庭では基本的な感染症対策を徹底す
るようお願いします。学校再開のときには、全児童と全職員で元気に教育活動をスタート
できるよう準備を進めてまいります。保護者の皆様には、御理解と御協力をお願いします。

さて、４月から新学習指導要領による教育活動がスタートしました。学習指導要領には、
「学校で学んだことが、子供たちの『生きる力』となり、明日に、そしてその先につなが

ってほしい。これからの社会がどんなに変化して予測困難になっても、自ら課題を見付け、
自ら学び、自ら考え、判断して行動し、それぞれに思い描く幸せを実現してほしい。そし
て、明るい夢を共に創っていきたい。」という願いが込められています。この実現のために
教育活動全体や各教科を通して「知識及び技能」「思考力、判断力、表現力など」「学びに
向かう力、人間性など」の３つの力をバランスよく育んでいきます。

学び方としては「何を学ぶか」だけでなく「どのように学ぶか」も重視して「主体的・
対話的で深い学び」となる授業を行います。子供たちが興味・関心をもち、粘り強く取り
組む。子供同士が会話をしたり、先生との対話から自分の考えを広げたりする。様々な教
科で学んだ見方・考え方を関連づけて問題を見付け解決する。このような授業を進めます。
新学習指導要領で充実させる教育活動として「言語能力の育成、外国語教育、プログラ

ミング教育、道徳教育、理数教育の充実、伝統や文化に関する教育」などがあります。

本校では、少人数を生かした授業、英語の学習、自然体験活動、地域と連携した教育活
動を実施してきました。これらは、新学習指導要領の趣旨につながる教育活動であり、子
供たちは、友達と話し合ったり、調べたことをもとに考えたり、発表したりする学習を行

ってきました。本年度も、日々の授業を改善しながら、３つの力を育んでまいります。
また、新学習指導要領には、「よりよい学校教育を通してよりよい社会を創る」という目

標があります。子供たちに必要な資質・能力を育むためには、学校だけで
なく、家庭と地域の協力が欠かせません。学校で学んだことを日常生活で
活用したり、家庭・地域での経験を学校生活に生かしたりすることも大切
です。ぜひ、御家庭でも、学校で学んでいることについて話をしたり、一

緒に考えたりしてください。
本年度も、全職員が心を一つにして、子供を第一に考えた教育活動を進

めて、「一人一人が生き生きと学び、光輝く学校」にしてまりいますので、
よろしくお願いいたします。


